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国立國語研究所報告79　研究報告集5（1984）

会話形式によるファイル管理情報の生成

斎　藤　秀　紀

L　はじめに

　国立國語研究所では，現在までに文芸作品集の用語総索引，新聞用語の用

例など約500万語のKWICを作成，蓄積してきた。用例集の大部分は，昭

和41年以降に行なわれた，用語用字調査の分析用補助資料として，また文法

研究用に作成されたものである。これらの資料は，一般利用者が共同で利用

できるよう，マイクロ・フィシュ，漢字プリンタ鵠力紙，磁気テープの各媒

体に労散保存されているが，データ量の増加とともに保存用媒体として，磁

気テープの利用が多くなっている。しかし，磁気テープの場合データ保存と

加工の容易性の点で，他の媒体より優れているが，データ利用のさい常にコ

ンピュータ処理を必要とするため，プPtグラム作成と操作性の点で利用者に

負担をかけることになる。一方，プログラムは，メーカから提供される汎用

パッケージを利回することによって，利絹者自身によるプpaグラム作成から

開放される方向にあるが，パッケージの機能強化とともに，利用者は複雑な

パラメータ規則を理解しなければならず，使い易さと，汎用性の相反した二

つの条件を満足させることが必要になった。これは，実務上の問題からも長

期間のシステム運用で発生する，システムの変更，担当者の交代，業務の引

き継ぎと再教育など，システム機能と業務固有の特性を調整するのに大きな

影響を与える。以上の点から，本研究ではデータの共嗣利用と会話処理によ

るデータ・ベース操作上の問題を検討するため，KWIC用例検索処理をモデ

ルとした実験プログラムを作成する。実験は，仮想記憶アクセス（VSAM）

ファイル管理情報を中心に検索プログラム，ジョブ調御言語（JCL）な：どの各

パラメータへの会話処理による定義，計算可能な情報の生成，プログラムの
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擬似的連結によるパラメータ省略効果について検討を行う。次に，オペレー

ティング・システム（OS）と漢字ディスプレイ装置問に，会話処理用メッセ

ー・一 W交換インターフェースを設定し，人二一機械閥におけるメッセージ変換

と表現の妥当性，分散処理端末上の利用効果の湖定とシミュレ・・一一トを行う。

2．　システムの概要

　現在まで行なわれてきた各種の用語調査は，大部分は大量データ処理を指

向したものであり，調査期闘も5～10年と長期化することが多かった。シス

テムに対する種々の問題は，この大量データ処理と調査の長期化の2点に関

して発生すると言ってよい。調査システムが畏期化する場合，運用上の障害

が主なものになるが，次の2点が代表的なものとなる。第1は，調査プPジ

ェクトの要員交代と要員の確保，また業務引き継ぎに伴う教育の問題であ

る。第2は，データ及びプログラムの保守，管理上の問題が対象となる。プ

Pジェクトに対する交代要員は，コンピュータに関する基礎知識とシステム

の流れ，基本的な考え方と並行して，個々のプログラムの機能やJCLなど

を同時に習得しなければならない。さらに，これらのシステムを運用するた

めには，OS機能の基本を理解することが要求される。

　一一方，OS及びパッケージは最近の利用者の要求に応じるため，多機能化

が進められており，指示パラメータも非常に複雑になっている。これらのパ

ッケージを利用するためには，マニアル類の参照が重要になるが，独力によ

る理解には相当の基本知識を必要とする。問題は提供されるマニアル構成と

記述内容の難解さに漂因があると思われるが，この水準からの教育は，出遣

的でないと書ってよい。

　本実験の主な圏的も，この問題を解決するために計画されたものである。

システム設計に対する基本的な考え方は，パラメータ捲示方式を，可能な回

り業務に側した表現形式を使い，コンピュータの物理的表現から分離させる

ことにある。これによって，コンピュータ用パラメータと業務問にある抽象

的な過程を，より具体的なものとして表現することが可能となる。これは，

　　　　　　　　　　　　　　　　146



教育問題で発生する段差を埋める上で非常に有効なものとなる。

　この方式を採用するためには，当然，事前に業務と業務に必要なパラメー

タの整理が行なわれ，不要な情報はシステム表面から除かれていなければな

らない。我々がとった入力パラメータの省力化の第1段階は，入力情報に対

する変更部を会話処理によって代行させ，固定部はシステムに直接送り込む

ことで対応させた（表1）。

　　　　　　　　　　　表1ステートメント内容
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（）内の数字はJCLに対する入力数

　会話形式の導入は，漢字ディスプレイを介して行なわれるが，この処理に

よって，入力情報に対するフェイルソフト効果と，B本語処理によるメッセ

ージ交換が可能になる。メッセージ交換は，前述の通りコンピュータの情報

環境から，対応する業務世界の書語環境へ移行させる足がかりとなるもので

あり，コンピュータ処理の操作性と一般化に大きな意味を持つ。

　三一F，JCL及びVSAMファイル支援ユーティリティに対するパラメー

タの与え方の詳細を述べる。なお，具体例として表2に凹したクラスタ定義

を中心に解説する。

　入力の対象から省かれるのは，JCLステートメント中のシステム・プリ
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ンタ名，オペランド部の区切り，JCL間の相互参照用の名称，そのほかVS

AMユーティリティ名である。パラメータの一部には，磁気ディスク機番，

ソートワーク領域など，システム構成上圃定値扱いとしたものも含まれてい

る。

　また，ディスプレイ装置から入力するパラメータ指示の可変部は，表2中

に両カッコ（）印で示したが，VSAMにおけるクラスタ名，追加データ用空

領域率（CI，　CA％），データ総数，デ遍タ名及びインデックス・コンポネント名s．

キー位置・長さ，JCLでは磁気テープ（MT）のポリza・・一ム名が対象となる。

　実験に使用したプログラムは，VSAMの基本ユーティリティ6本とメニ

ュー yびK：WIC検索プログラムの8本である。なお，可変部は全て会話形

式で指示する方法をとった。

　パラメータ生成順序は，クラスタ，交代インデックス定義，インデックス

／fSYSPRINT　DD　SYSOUT　＝A

〃DEF三NEI
／ISTEPI
／／STEPCAT

／ICLVOL
／ISYSIN

　　DEFINE

　　表2　クラスタ定義パラメータ生成例

JOB　RES3，　SAITO

EXEC　PGM＝JSCVSUT
DD　DSN＝：CAT．　USER，　DISP＝　SffR

DD　VNI［’＝＝DASD，　VOL＝：SER＝DASDO3，　DISP＝OLD
DD　＊・

（NAME　（

FILE　（CLVOL）
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UNIQUE
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INDEXD）
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）
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／
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作成，ソート，データとインデックス間の定義及びリラン用入出力処理であ

る。

　入力されたパラメータは，プ獄グラム上で，可変部と固定部を結合し，ガ

ードイメージに変換後，JCL実行領域を介してオペレーティング・システム

に渡される。連結されたJCLは，　VSAMユーティリティとして起動され，

実行モードとなる。プログラムは，通常スタート・コマンドによって起動を

かけるが，実．験システムでは擬似コンソ’T“ルを割り当て，擬似オペレ…タに

よるキF一一・インアウト・シミュレーション機能を利用した（図1）。ここで，キ

ーインアウト・シミュレーションとは擬似的に定義されたコンソールから，

ユーザ・プログラムで措定された順序に従い，擬似的にオペレートを代行す．

る機能を雪う。

　この機能は，メニュー方式のプ戸グラム選択と対になっているが，メニュ

ーとして画面表示されたプβグラムは，運用上必要なプログラム群のグルー

　　　　　　　　　　　　　図1システム概念図
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プ化されたものとしてとらえることができる。キーインアウト・シミュレー

ション機能は，個々のグループに分けられたプログラムを動的に結合し，擬

似的に三本のプPtグラムとして動作できるようにしたものである。

　プPグラムの起動順序は，キーーインアウト・シミュレーション・プログラ

ムによって与えられるが，これによって，ユーザが作成したJCL管理テー

ブルを中心に，プログラムの静的結合と，プログラム実行時の動的結合が可

能となる。管理テーブルは，入力されたパラメータ情報を億のユーティリテ

ィに引き渡す中継領域として使用する。

　本システムの開発目的は，オペレーションの簡易化に主な屋的があった

が，これらの機能は会話処理と対になって使用される。会話処理を行うため

．に必要な前処理では，各メッセージと応答用パラメータはユーザの利用目的

」別に事前に整理され，利用者に合わせて表現されている。

　また，使用できる文字種も，漢字ディスプレイを使用することによって，

　　　　　　　　　　　　図2　プ日グラム閣連図
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英数字から漢字表現へ拡張が可能である。この場合，ユーザ用メッセージ

は，JCL管理テーブルによる変換過程を経由するため，　O　Sから独立し，

機種変更後も定常業務に対して同じメッセージが維持される。

　入カバラメータの会話処理で重要なのは，表示される情報の読み易さ，要

求情報に対する入力の容易さ，また適当な応答時閥が得られることである。

従来，応答メッセージは，英数字を組み合わせたコードや英文で表示されて．

いたが，これを，デdスプレイで日本語表示した場合，意味の確認は直接画

面上で杷握できるため，マニアルの参照を少なくすることが可能になる。ま

た入力項目は，メッセージによって誘導されるため，カード作成時に要求ざ

れるJCL文法から解放される。同様に，入力情報レベルを半固定情報とし

て，確認のみでよいもの，表示情報の中から選択するもの，入力情報として

必須であるものに脅けて処理できるため，入力の省力化に大きな働きをす

る。この場合，入力操作は全てコンピュータの指示に従って処理されるた

め，入力情報に対するフェイルソフト効果が期待できる。以下は，これらの

機能の要約点である。

　1）JCL，　VSAMパラメータの会話入力と省略効果

　　①オペレーションの簡易化

　　②入力パラメータの既存JCL文法からの独立

　　③入カバラメータのフェイルソフト効果

　2）　ユーザ固有のJCL効果

　　①ハード，ソフト更新に伴うオペレート変更を最少にする

　　②エラーを含む応答メッセージの自由表現

　　③関係ユーティリティの擬似的統合化

　3）　分散処理用端末への機能分散効果

　4）VSAMカタログ情報の利用とDD／D（Data　Dictionary／Directory＞・

　　　への拡張
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3．プ属グラム機能とオペレート方法

：3．1　メニューによるプログラム定義

　JCL，　VSAMシステムを動作状態にするのに先だち，コンソールからキ

ーインアウト・シミュレーーション・プログラムを起動し，メニュー・プログ

ラムをバッチ処理形式で実行させる。メニュー・プログラムは，システムで

利用可能なプログラム・リストを漢宇ディスプレイ上に表示し，プPtグラム

を会謡形式で呼び冠す機能を持っている。それぞれのプログラムは漢字キー

ボード上のファンクション・キー（PAI～PA3）に対応しており，キーを押

すことによってプログラムが選択され実行モードとなる。メニュー内容は，

．VSAM作成，保守，　KWIC検索，プログラム終了の4種である。プPtグラ

ムの終了とともに，制御は全てこのメニューにもどされ，最終処理の場合

PF12の終了キーでシステム全体がクローズされる。

　VSAM作成を選択した場合，データの読み込みと格納順序を決定するプ

ライム・キー順のソート及び交代インデックス用キー（非ユニーク）指定の

．選択画面に変わる。メニュー番暑1のプライム・キー指定では，データ格納

用キーを定義するメッセージが表示される。この場合，プライム・キー処理

では，事前にKWICデータの出典順にソートされていることが必要であ

る。また，第2キーの作成は，キ・一4の非ユニーク・キー・エリアの指定を

選択することによって，KWIC用例の晃出し語順に交代インデックスを作

成しVSAMに登録する◎

　ここで雷うプライム・キーとは，キー順データセットのメインとなるit　・一

であり，VSAMにデータを蓄積する場合の基本順序を指定するものである。

交代インデックスの出定は，プライム・キー以外に同一データ内で複数：個の

キーを使用したい場合に捲議する。キーtの属性は，他のデーから完全に独立

しているものをユニーーク，他のデータに対して同一属性を持つものを非ユニ

・・一 Nと書う。例えばKWICデータの場合，ユニーク・キーは単語単位で付

加されている出典情報であり，非ユ＝一ク・キーは見畠し語がこれに相当す
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る。ただし，出典情報はプライム・キーとして使用しているので，交代イン

デックスで指定される第2キーは見出し語のみとなる。

　　　　　　　　　表3　メニューによるプqグラム選択

　　　　　MENU
　　　　　　　1．VSAM作成　　　　→PAI　　PUSH

　　　　　　　2．K：WIC用例検索　　→PA2　　PUSH　　　　　　　v

　　　　　　　3．VSAM保守　　　　→PA3　　PUSH

　　　　　　　4．　プpaグラム終了　　→PF12　PUSH

3．2　クラスタ定義

　クラスタ・コマンド定義はキー順データセット（KSDS），エントリ順（ES

DS），根対レコード順（RRDS）に対するデータセットの捲定，レコード

長，キー位置・長さのデータに関する属性，スペース量，空きスペース使粥

効率など，VSAMにおけるデータセットの使用環境を決定する重要な位置

にある。スペース量の指定は，携コマンドで定義できるが，実験ではK：SDS

にデータセットを固定したため，クラスタ定義内のデータ件数パラメータに

よってエリアの確保が自動的に行なわれる。

　KSDSのエリア指定は，データ及びインデックス・コンポネントに分けら

．れ，それぞれ単独に揚定できる。しかし，VSAMデータ・コンボネント内

でエリア指定を行うと，インデックスの必要領域の確保はVSAMが自動的

に処理するため，この機能を利用した。また，エリアは磁気ディスクの物理

釣特性であるシリンダ，トラック単位で指定する方法と，入力されるデータ

件数から，VSAMが自動的に物理的単位に変換する場合の2種がある。、物

理的単位は，従来の，ファイル・アクセス法と同櫨データ長，レコード件

数から算畠する方法が一般的であるが，論理レベルで表現されるレコード数

による方法が利用者の直感に，より合うことになる。以後，各コマンドで指

定されるレコ・一一ド件数は，全てこの方法に統一した。また，空きスペースの

CI，　CA％は10％を初期値として与えた。

　漢字ディスプレイで表承される人力パラメータは，以上の通りであるが，

これは表1で示した内容をさらにまとめ，本来入力すべき項露も固定情報と
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し根対的に入力項Hを減少させている。表現メッセージは，JCL，　VSAMで

要求されるシステム・メッセーージと異なり，クラスタ，インデックス，デー

タ・コンポネントの各名称は，それぞれ総ファイル，データ領域，索引領域

名称と漢字表現している。この表現方法は，さらに利用者に合わせたレベル

で検討する必要があろう。パラメータの実行は入力処理を行なった後，JCL，

ユーティリティ文法規則こ合わせカード・イメージにフォーマット変換し

OSの実行領域に渡す。表4はクラスタ定義項目をディスプレイ表示したも

のである。

　　　　　　　　　　　　　表4　クラスタ定義

　　　　クラスタ定義　　　　　　　　　※入力は半角モード

　　　　　総ファイル名称　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　データ領域名称　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　索引総領域名称　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　レコード長iの最小値　＊＊＊

　　　　　レコード畏の最大値　＊＊＊

　　　　　MTブロックサイズ　＊＊＊

　　　　　　　ng一一次キー語長　＊＊＊

　　　　　　　第一一次キー位置　＊＊＊

　　　　　　　　CI，　CA％　10％，　10％

　　　　　　　　以上誤りのないのを確認の上送信キーを押して下さい。

3．3交代インデックス定義

　VSAMにおける交代インデックスのコマンド定義は，1個のデータ・フ

ァイルに対し複数個のインデックスを付けることが可能になるため，KWIC

検索のアクセス法としては非常に重要である。キーについては，プライム・

キーがデーータに1対1に対応し，交代インデックス・キーでは非ユニーク・

キーを指定することによって，グループ化されたデータに索引付けが可能で

ある。

　プライム・キー位置と長さについては，クラスタ定義で与えられているた

め，交代インデックスでは第2キーに対するものを抱定しなければならな
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い。また，インデックスのレコード件数と領域の確保は，レコード長の平均

値と最大値をパラメータとして指定することが必要である。この値は，次の

計算式で求められるが，①式の各項はVSAMカタpaグ情報から引用できる

値である。

　①最大レコード長：（データ・コンポネントのCAに含まれるC王数×デ

　　　　　　　　　　・一一タ・コンポネントのCI長）一10

　②平均レコード長篇剃御情報＋交代キー長＋プライム・キー長十N

　　　　　　　　　　制御情報＝5Byte

　　　　　　　　　　N＝NONUNIQUEK：EYで交代キーに連結される論理

　　　　　　　　　　レコード数の平均値

　Nについては，処理デーータの性絡によって異なるため，　L一ザ自身が推測

しなけれぽならない。しかし，これは交代インデックス定義と作成の実行順

序を逆に処理することによって計算可能となる。この処理は，パラメt一一一タ生

成プログラムを，JCL，　VSAMパラメータの実行に先だって処理できるた

め，スタックによる順序変更が容易となるためである。ここで，交代インデ

ックス作成のさい，K：WICデータの第2キー順にソートしておかなければ

ならないが，心慮に計算処理を挿入することによってN値として，同一・キー

に連結される論理レコード数の最大度数と，キー項冒の異なり語数を岡蒔に

算畠可能なため，レコーード件数：指定も省略可能となる。

　これらの計算値は，さらにクラスタ定義のレコード総数の揃定項霞にも利

用できる値となる。この部分の処理はソート・プログラムの終了後，処理件

数のパラメータをユーザに開放できれぽ，さらに簡単になるものと思われ

る。また，レコード件数の求め方は，交代インデックス・クラスタに割り当

てる磁気ディスク上の領域を論理レコ・一ド数で指定するため，KWICデータ

用交代インデックスの非ユニーク・キーの異なり語数で代替可能となる。こ

れらの計算式によるパラメ・・一一タ値の代入処理は，このシステム自体がプログ

ラムによって生成され，JCL，　VSAM管理テーブルを介して静的に結合さ

れるため，初めて可能となるものである。コマンド定義を行うパラメータ搬
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定例を以下に示したが，これもクラスタ定義同様，実験用として次の4項留

を対象とし，そのほかは固定化した。

　　　　　　　　　　　表5　交代インデックス定義

　　　　インデックス定義　　　　　　　　※入力は畢角モード

　　　　　総レコ～ド件数　　　1000レコード4000レコ～ド

　　　　　第二次キー領域名称　＊＊・＊＊：tc・　＊＊＊＊

　　　　　第二次キー領域語長　＊＊＊

　　　　　第二次キー領域位置　＊＊＊

　　　　　パス定義名称　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　　　以上誤りのないのを確認のk送倦キーを押して下さい。

3．4交代インデックス作成・ソート（BLDIDX）

　交代インデックスの作成は，対象データのキーを第2キー順にソートした

後，項の定義内容に従ってインデックス部が生成され，データ部とのリンク

が行なわれる。ここでは，定義コマンドとソート・プPtグラムを同一ステッ

プ内におさめた。入カパラメーータは，JCL内部情報の参照及び入出力ファイ

ル名の2個であるが，全て固定値としたため画面表示はない。

3．5　順データ複写（REPRO）

　REPROコマンドはメニュー指定で，　VSAM保守を選択することによっ

て実行可能となるが，順データセットの複写，再編成，またVSAMデータ

セットへの併合処理に使用する。本システムでは，VSAMデータセットの

MTによるバックアップ用，また障害tSIR用データの再入力セこ使用する。こ

こで，使用した機能は，MTからVSAMへのデータ複写，その逆処理の2

種類である。VSAMデータセットからMT処理へのキー入力項目は表6の

通りであるが，入力情報はファイル名称，ブロッキング・ファクタ，論理レ

コード長とボリューム名である。

3．6VSAMエントリ情報の削除（DELETE）

　劇除するエントリ名を指定し，実行された後は16進“0”でクリアし清報

の機密保護を行う。このコマンドの使い方は，REPROコマンドと対になつ
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て使用されるが，バックアップ用データを再入力するとき，すでに登録され

ているデータセットを削除する機能を持つ。

　　　　　　　表6複写指定（DASD→MT）

VSAM→MT　　　　　　　　　　※入力は半角モード

　〔入力〕　ファイル名称　：RES3．　NEWS

　〔出力〕　ファイル名称　：＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　　レコードサイズ：＊＊＊バイト

　　　　　ブロックサイズ：＊＊＊＊バイト

　　　　　ボリューム番号：MT＊＊＊＊

　　　以上誤りのないのを確認の上送儒キーを押して下さい。

　　　　　　　表7　｝劉除指定

VSAMのエリアの消去　　　　　　　※入力は半角モ・・“ド

　　消還したいエリアの名称：＊＊＊＊＊＊‡＊＊

　　　以上誤りのないのを確認の上送信キーを押して下さい。

3．7K：WIC用例検索

　VSAMにおけるデータ環境を指定した後，ファンクション・キー（PA2）

の選択によりKWIC用例検索処理が開始される。データ検索キーは，出典

情報と見出し語（出現形）による2形式の印字が可能である（図3）。出典で

検索する場合はキー部分の入力後，漢字キ　一一ボード上の送儒キーを，玄た見

出し語による検索処理を希望する場合は出現形を入力した後，キーPF1を

押す。検索されるKWIC用傍文は行当り29文字，またPF2を選択し出典

情報をキ　一一とした場合は59文字まで拡大印字が可能である。このプpaグラム

で使用するファンクション・キーの機能は，以下の通りである。

　ファンクション・キー動作内容

　　PF1：冤出し語（出現形）によるKWIC検索時…の終端キー。

　　PF2：見出し語中の1文を検索，拡大印字する。

　　PF5：画面表示情報のペーージ送り。

　　PF6：このPF1へ制御をかえす。
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PF9：プPグラムを終了させ，メニュー“・プログラムへ擬御をかえす。．

送信キー：出典情報をキーとして検索する終端キー。

75996BIOO2009

75996BleO8060

76043BIO12029

76102BOO2エ0エ1

76136COOO3019

761421AOO14018

76144AOO15017

79146Ale13089

76167COOO4e34

7620gcoeoiozg

79159BIOe605e

79159Bユ008003

79163BOOO2024

　　　　　図3KWIC用例印字例
　検索したいキーコー〉“をいれPF2キーを押す

　次に進む場合はPF6キーを押す

扱うか。答税制調査会に諮問している問題でもあり，答申が出て

決を図るのが蕉道であると思っている．労働簾約投資を促進する

をへて，いまは寺社奉行になっている．東証下働揚標3臼嗜MO

育ママのあり方がうんぬんされている作庵，とくに厨新しいテー

のタイトルを入れることになっている．井上加寿子13日から診

ていいかもみ具合はうまくいっているだろうか一一寸暗も気の休ま

師」というぐらい，それは技術のいる仕事なのだ．スカートは，

められないかということになっているのです．全店6時半まで営

いて，それでずいぶん敵も作っている梶原だが，若いころから年

は，各委員とも原則的に賛成している　ものの，村松氏が入試教育

護鳥〕を追い回し，猟銃を撃っているのを県狩猟監視員の同郡山

えたが，問もなく死んだ．外国にいるみたい噺Mo部屋に応じた

づくりにピッタリの条件を備えている．約二千本の松林は終戦直

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次画面：PF5

4．　おわりに

　入力情報と固定情報，定義内参二値を含めた入力パラメータの省力化率

は，平均84％となる。表1に示した数値はファイル作成に関する部分である

が，中心となるのは，ファイル利用の外枠を決定するデータである。この情

報はファイル検索部と切り離して処理できるため，初期パラメータをセット

した後は，固定情報として使用できる。これは将来，管理用テーブルとし

て，フロッピーディスク（FD），VSAMファイルに保存することによって，

再利用時の省力化を図ることが可能となる。この処理は，スタンド・アPt　一一

ン形式の分散処理端末上でも，FD内の情報を参照することにより，岡様の

実行が可能である。最近の端末装置は，パソコンなどに8インチFDと漢字

処理機能が実装されているものが多く，対応は容易と思われる。また，総合
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酌なDD／D機能への拡張は，実務段階での実験を経なければならないが，

当面はオンラインとスタンド・アローン両形式のFD管理で対応する。

　パソコンを利用した漢字処理は，ホスト・コンピュータ用ユーティリティ

との情報交換のさい，パラメータ指定に漢字コードを使用することができな

＝い。これは，EBCDICコード以外はJCL，　VSAMともに事前チェックで排

除され，直接JISコードの使用は不可となっている。会話形式での漢字処理

を行うためには，今後ホスト・パソコン聞のソフトウェアを調整し，コード

に関する制限を排除することによって解決できるものと思われる。

　また，VSAMにおけるシステム管理情報用として開放されている，パラ

メータで肥効と思われるものは，CIサイズ，　CA中のCI数，物理ブロック

長，1トラック当りの物理ブPtック数，1CA申のトラック数，レコード長，

レコード中のプライム・キ　一一位置，畏さなどの7情報にすぎない。これも，

．VSAMカタログ値参照機能を拡張し，管理情報のユーザ用インタフェース

として，全体を開放すべきものと思われる。

　なお，本システムの自作部分は全てPL／1で書いたがメニュー部394，　KW

：王C検索部290，そのほか，ユーティリティ関係158の計842ステップである。

　今圓の実験では，VSAM機能のアクセス法については，　KSDSにのみ対

象をしぼった。今後実用化を考えた場合，ESDS，　RRDSの各編成順につい

ても統合化し，エンドユーザ向けに再整理することが必要となろう。VSAM

ファイル機能の統合化は，将来汎用データ・ベースとの結合も可能と思わ

れ，利用者の使用躍的が明確になれば，基本段階はKSDSで実験済みであ

り実現は容易と思われる。

　そのほか，システムの特長として，JCL，　VSAMパラメータをプPtグラム

で生成するほか，パラメータの管理テーブルによるプログラム間の静的結合

とキーインアウト・シミュレーションのプログラム起動による動的結合があ

る。これによって，従来のサブルーチン形式の機能結合から，プログラムと

ユーティリティ問の結合による処理の拡大を行うことができる。また，分散

拠理用端末上で処理することによって，処理の機能分散，ホストへの負荷分
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散が可能となり，TSSなどの応答時間のバラツキの解消，ファイルの共用：

機能への拡張，またデータ検索指定をVSAM形式から独立させ，表形式に■

よる画面表現の採用など，オペレートの簡易化，画面メッセーージ表現の自由

化を含む，新機能を持たせることができる。従来，メッセージ表現は，画一・

に表示されてきたが，本稿で提案するシステム構成によって各種メッセージ

に対し，利用者溺に異なったものを取り入れることが可能となる。例えば，

単語レベルでは業務励で使用される専門用語や慣用句などである。これはプ

ログラム・スケジュールやメニューへの登録プログラムもエンド・ユーザ側

でのやり方を，そのまま採用することができるようになる。この方式は，従

来のコンピュータ利用方法と異なるやり方であるが，今後オフィス・rt　一ト

メーション（OA）の利用が多くなると思われ，操作の簡易化を進める上で有

効な手段の一つとなろう。同様に，利用者の能力に合わせた操作方法の選択

への道も驕くことになる。

　以上の点は，さらにLocal　Area　Networkへの適用で利用範囲も広がる

ものと思われる。

　そのほかの問題では，端末装置側で使用されるOAパッケージと，ホス

ト側ユーティリティの問にデータ交換上，不整合部分が多い。例えば，端宋：

側のB本語ワードプロセッサで作成されたデータはコンピュータ処理ができ

ない。またFD上のファイル処理用パッケージとホスト側とは各々独立して．

いることなどである。この種のソフトウェアは，本来統一的に処理できるこ

とが望ましいが，メーカの開発経過をそのまま受け，端末側パッケージとは、

互換性がとられていないものがある。利用者はデータ規模に応じホスト側パ

ッケージを利用する場合の条件と，端末側の条件のいずれかを選択しなけれ

ぽならず，全体としてバランスを欠いたシステムとなっている。これは，シ

ステム誘発上の過渡期の一現象であれば，早急に対処されるべき問題である

と思われる。

　最後に，本研究は文部省科学研究費「分散処理による大量日本語処理の効

率化に関する研究」（一般研究C　研究代表者斎藤秀紀）を受けて行ったも
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のの一部である。なお，キーインアウト・シミュレーシNン・プログラムの

作成はFHL中島保行氏の協力を受けた。記して謝意を表す。
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